
 

 

 

 

２０２４年９月１１日 

各 位 

ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社 

株式会社Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋ 

 

ＥＮＥＯＳとＥｃｏ－Ｐｏｒｋ、養豚業初のプログラム型Ｊ－クレジット創出プロジェクトを開始 

 
ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社（社長：宮田 知秀、以下「ＥＮＥＯＳ」）と株式会社

Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋ（代表取締役：神林 隆、以下「Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋ」）は、養豚事業における

温室効果ガス（以下「ＧＨＧ」）削減を目的としたＪ－クレジット創出プロジェクト「豚への

アミノ酸バランス改善飼料の給餌プロジェクト」（以下「本プロジェクト」）が、Ｊ－クレジット

認証委員会において承認され、養豚生産者とのＪ－クレジット創出活動を開始したことをお知らせ

いたします。 

 

畜産業は、世界のＧＨＧ排出量の約１４％※１を占めており、排出量の削減努力が求められて

います。日本では、２０２１年に農林水産省が「みどりの食料システム戦略」を策定し、食料・

農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現することを推奨しています。 

 

このような背景から、オープンイノベーションによるサステナブルな養豚業の実現に貢献すべく、

ＥＮＥＯＳはＥＮＥＯＳイノベーションパートナーズ合同会社（社長：長沼 亨）を通じて

Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋに出資しており※２、このたび両社はＪ－クレジット制度を活用したプロジェクト

を開始しました。さまざまな主体（全国の養豚生産者）のＧＨＧ削減活動を取りまとめて

Ｊ－クレジットを創出する、プログラム型プロジェクトとして養豚業界初の取り組みとなります。 

 

本プロジェクトでは、従来の飼料からアミノ酸バランス改善飼料に変更することで、飼料に

含まれるアミノ酸を豚の体内で余すことなくタンパク質として吸収させます。これにより、

排泄物中に含まれるアミノ酸（窒素化合物）を減少させることで、排泄物処理の過程で排出される

一酸化二窒素（以下「Ｎ２Ｏ」）を削減します。Ｎ２Ｏは二酸化炭素の２６５倍の温室効果を

持つＧＨＧであり、排出量の削減には大きな意義があります。 

 

◆「豚へのアミノ酸バランス改善飼料の給餌プロジェクト」のしくみ 

  

 

 



ＥＮＥＯＳグループは、カーボンニュートラルの実現に向けて、これまで森林吸収など自然

吸収系のクレジット創出を推進し、森林保全や地方創生といった社会課題の解決に取り組んで

きました。本件において、ＥＮＥＯＳグループは新たに畜産分野のクレジット創出への取り組み

を開始し、養豚業の課題解決とＧＨＧ排出削減の実現を目指します。 

 

 Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋは、「次世代に食肉文化をつなぐこと」をビジョンとして掲げ、養豚の生産性

向上と養豚にまつわる社会課題の解決に取り組んでいます。同日公開の自社の取り組みが社会に

与えるインパクトを示したインパクトレポート※３には、「養豚の環境負荷低減」を重要な施策の

一つとして記載しており、その実現に向けて、養豚ＤＸ技術を活用したソリューションの展開を

目指しています。 

 

本プロジェクトにおいて、Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋは運営・管理者として、全国の参加養豚生産者の

ＧＨＧ削減活動のモニタリングからクレジット化までの一連の対応、情報管理を担います。養豚

生産者のＧＨＧ削減活動の記録には、Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋの養豚ＤＸ技術を活用します。これにより、

個々の養豚生産者の作業負荷を最小限に抑えた、参加しやすく持続可能なプロジェクト運営を

実現します。一方、ＥＮＥＯＳは、Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋが創出したクレジットを購入し、自社の

カーボンオフセットに活用します。Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋは販売したクレジットの収益を原資として

養豚生産者へ還元を行います。 

 

今後は、全国の養豚生産者を対象に本プロジェクトへの参加者を募り、取り組みの拡大を図って

いきます。ＥＮＥＯＳとＥｃｏ－Ｐｏｒｋは、両社の強みを掛け合わせることにより、２０５０年

カーボンニュートラル、脱炭素社会に向け、養豚業界を起点としたサステナブルな社会の実現に

貢献してまいります。 

 

※１ 出典： 『Ｐａｔｈｗａｙｓ ｔｏｗａｒｄｓ ｌｏｗｅｒ ｅｍｉｓｓｉｏｎｓ』（Ｆｏｏｄ ａｎｄ Ａｇｒｉｃｕｌ

ｔｕｒｅ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ Ｕｎｉｔｅｄ Ｎａｔｉｏｎｓ Ｒｏｍｅ， ２０２３） 

※２ ２０２４年１月１８日公開「ＥＮＥＯＳとＥｃｏ－ＰｏｒｋがＩＣＴ・ＩｏＴ・ＡＩテクノロジーを活用した 

サステナブルな養豚業の実現に向けた共同検討を開始」 

※３ Ｅｃｏ－ｐｏｒｋインパクトレポート掲載ページ 

 

◆参加養豚生産者紹介 

Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋが提供する経営支援システム「Ｐｏｒｋｅｒ」のユーザである以下の養豚生産者の

本プロジェクトへの参加が決定しています。今後も、全国の多くの養豚生産者にご参加いただける

よう、プロジェクトの拡大を図ってまいります。 

キリシマドリームファーム株式会社 

（安久農場、御池農場） 

 

宮崎県都城市の大規模黒豚農場。専用飼料で

育成したブランド豚「霧島黒豚」を展開。ＤＸ

に積極的に取組み、業務効率の向上を推進。 

上原ファーム株式会社 

（川間農場、高崎農場） 

 

宮崎県都城市に本社を構え、年間約１５万頭

の豚を生産。豚の育種から加工まで一貫管理し、

くりぷ豚などのブランドを展開。 

 

https://www.hd.eneos.co.jp/newsrelease/20240118_01_01_2003128.pdf
https://www.hd.eneos.co.jp/newsrelease/20240118_01_01_2003128.pdf
https://www.eco-pork.com/report/7080/


＜各社概要＞ 

ＥＮＥＯＳホールディングス  ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｈｄ．ｅｎｅｏｓ．ｃｏ．ｊｐ／ 

“「今日のあたり前」を支え、「明日のあたり前」をリードする。”をグループ理念の実現に

向けた決意とし、グループの長期ビジョンに掲げる『エネルギー・素材の安定供給』と『カーボン

ニュートラル社会の実現』の両立に向け挑戦を続けています。脱炭素・循環型社会という「明日の

あたり前」の実現のために、新しいエネルギー・素材・サービスが求められる中、非連続な事業

創造を行う組織として未来事業推進部とＣＶＣ（ＥＮＥＯＳイノベーションパートナーズ）を

２０１９年に発足させ、５０社を超えるスタートアップに出資を行い、オープンイノベーション

を推進しています。 

 

Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋ  ｈｔｔｐｓ：／／ｅｃｏ－ｐｏｒｋ．ｃｏｍ／ 

”食肉文化を次世代につなぐ”を企業理念に掲げ、世界４０兆円市場である養豚の、データに

よる持続可能化を目指しています。養豚の全てをデータで可視化する養豚経営管理ツール

「Ｐｏｒｋｅｒ」および、関連するＩｏＴ機器を開発・販売しています。「Ｐｏｒｋｅｒ」は

２０２４年６月現在、国内養豚生産者の約１３％のシェアをもち、年間１６０万頭のデータを

蓄積しています。東京都「令和２年度 第１回 革新的サービスの事業化支援事業」、経済産業省

「グローバル・スタートアップ・エコシステム強化事業（２０２１年度）」「Ｊ－Ｓｔａｒｔｕｐ 

Ｉｍｐａｃｔ（２０２３年度）」、農林水産省「令和２年度・令和３年度／令和４年度・令和

５年度 スマート農業実証プロジェクト」などにも選定・採択されています。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社 広報部 メディアリレーショングループ 

ＴＥＬ：０３－６２５７－７１５０ 

Ｅ―Ｍａｉｌ：ｐｒ＠ｅｎｅｏｓ．ｃｏｍ 

株式会社Ｅｃｏ－Ｐｏｒｋ プロダクト部 

ＴＥＬ：０８０－８７４０－１１２９ 

Ｅ―Ｍａｉｌ：ｊｃｒｅｄｉｔ＿ａｄｍｉｎ＠ｅｃｏ－ｐｏｒｋ．ｃｏｍ 

 
 

以上 

https://www.hd.eneos.co.jp/
https://eco-pork.com/

